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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、MAPキナーゼキナーゼキナーゼ（MAPKKK）ファミリーに属するタンパク質をコードしています。このタンパク質は、アンキリンリピート、タンパク質キナーゼ、およびセリンリッチドメインを含み、心臓生理において役割を果たしていると考えられています。[RefSeq提供、2012年9月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,触媒活性：GTP + β-L-フコース1-リン酸 = 二リン酸​​ + GDP-L-フコース。,補因子：マグネシウム。,機能：GTPとL-フコース1-リン酸からGDP-L-フコースの形成を触媒します。糖タンパク質と糖脂質の代謝回転から生じるL-フコースを再利用するためのサルベージ経路として機能する。,機能：心臓生理学において役割を果たす可能性がある。,PTM：自己リン酸化される。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。TKL Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。MAPキナーゼキナーゼキナーゼサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,類似性：10個のANKリピートを含む。,細胞内局在：細胞質内で低レベルで発現する。,サブユニット：TNNI3、ACTC、ACTA1、MYBPC3、AIP、BABP3、およびHADHBと相互作用する。,組織特異性：多くの組織で発現する。,組織特異性：成人および胎児の心臓の両方で高発現する。,
	研究分野
	フルクトースおよびマンノース代​​謝;アミノ糖およびヌクレオチド糖代謝;
	画像データ
	

	TNNI3K抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TNNI3K抗体を用いたマウス腎臓溶解のウェスタンブロット解析。抗体は1:500に希釈し、二次抗体は1:20000に希釈した。

